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①プロローグ映像
（木製ゲートＷ5200 D500 H2500。
経師し、内部にモニターを設置）

③古代の海へ
（回廊の左右に
Ｗ6880 H2400の
パーティションを
設置し、壁面に
ノゾキケース
Ｗ2160 D750
 H1510を2台配置）

④ターリーモンスター
（行灯ケースＷ900 D900
H2000を設置）

⑤アノマロカリス
　（ロープパーテーション
　で区切り露出展示）

⑥カンブリアンモンスター
（ウォールケース内に複数の化石資料を展示）

⑦三葉虫
（ノゾキケース
Ｗ2160 D750
 H1510を設置）

⑧古代の魚たち
（ノゾキケースＷ2160 D750 H1510
を設置）

⑨ダンクルオステウス
（2体の模型をロープパーテー
ションで区切り露出展示））

⑩エリオプス
（ウォールケース内に
模型を展示）

⑫アースロプレウラ
（ウォールケース内
に模型を展示）

⑪陸に上がった生物
（ノゾキケースＷ2160 
D750 H1510を設置）

⑬始祖鳥
（ハイケースＷ2100
D900 H2450を設置）⑭羽毛恐竜たち

（2体の模型をロープパーテーション
　で区切り露出展示）⑮シノサウロプテリクス

（ハイケースＷ2100
D900 H2450を設置）

⑯恐竜頭骨
（ノゾキケースＷ1800
D450 H900を設置）

⑰モササウルス頭骨
（ハイケースＷ2100
D900 H2450を設置）

参考資料③会場構成案　

人と自然の展示室

企画展示室

Ｎ
缶バッジの紹介
（什器に備わっている
Ｗ900 D300 H2000衝立に掲示）
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--⑯カスモサウルス

　（模型をロープ
　パーテーション
　で区切り露出
　展示）

⑱ケラトサウルス
（模型をロープパーテーション
 で区切り露出展示）
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⑲イグアノドン足跡
（行灯ケースＷ900 D900 H2000
を設置）

⑳ナウマンゾウ切歯・スサガメ
（ハイケースＷ2700
D900 H2450を設置） 21フズリナ

（ノゾキケースＷ2160 
D750 H1510を設置）

22 エピローグ映像 23 アンケートコーナー
　（長机Ｗ1800 D600）

凡例

萩博物館の既存の什器類を加工・調整して使用

萩博物館の既存の什器類をそのまま使用

新規に制作する什器

関係者が通行
できるマジック
テープ付きの幕

※自立式看板、天井吊看板、展示ゾーン案内表示を別途設置エントランス
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田中市郎生物標本コレクション

※令和５年３月時点で展示担当者が想定している会場構成の試案


